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マクシーン ・シーツ1)は舞踊 を一つの現れ とみ

なすことにより, 現象学的な分析を試みている。

その基本的な考え方は, S.K.ラ ンガーの舞踊論を

前提としたものであ り, さらに, それにサル トル

の存在論, M.ポ ンティの身体論を加えている。本

稿は 『舞踊の現象学』の理論的枠組みを検討する

中で, サル トルの対自存在の理論がどのように移

入されているかを考察する。

(考察)

まずシーツの出発点であるが, 用語的にもラン

ガーのものと同一のものが多 く彼女の芸術論2)に

基礎を置いていることは明らかである。 ランガー

は芸術を多岐に渡 って分析するが, その基本的な

理論モデルは一貫 している。彼女の分析は 「あら

ゆる種類の芸術 もその根底にあるものは等 しい」

とい う仮説に基づいて行われる。芸術作品は常に

単一のシンボルを有 してお り, そのことは複数の
シンボルがある構文によって連なっている論弁的

なシンボル体系である言語 と決定的に違 う。芸術

をこのような翻訳できない形式のシンボル体系=

「現示的形式」 として捉えること, そ してそれは

常に言語的言語 との差異によって抽出され得ると

いうのがランガー理論の方法である。ランガー芸

術論の特色は芸術を虚性 として考えるところにあ

る。 ランガーは芸術の本質を幻影に求め, 舞踊を

成立 させる根本的な幻影として虚の力をあげてい

る。シーツはランガーのこのような概念から, そ

れらの幻影がどのようにして現れるのか, またそ

の構造はいかなるものか, また, 我々はどのよう

な方法によってこれを捉え得るか, という問題を

主眼とする。したがって, 『舞踊の現象学』はラン

ガーの舞踊論を発展継承 しつつそれを現象学的な

新たな枠組から再考 したものといえる。

サル トルは 『存在 と無』において人間存在の基

本的あ り方である対 自存在の構造を明らかに して

いる。それは時間論を内包 してお り, シーツに

とって, 舞踊分析における時間論の枠組を提供す

ることになる3)。つまり, 時間は人間の存在様態

からつくりだされ, それは瞬間にとどまることの

ない脱 自的な様相を備えている。人間の存在のあ

り方は常に 「あるところのものであらぬ」という

ものであ り, 未来に自己を投企 している。この理

論からシーツは 「つくりつつある形式」Form in
the makingと い うダンスの形式論を展開する。そ

れ は前述 の脱 自的な性質を備 えてお り, 過 去, 現

在, 未 来 にサル トルが時間を分割 しなか った よう

に, 舞 踊に対 して一に して多, 多 に して一 とい う

統一的分散性 としての性格を与えている。 この よ

うなサル トルの理論の援用を実際的にす る もの と

して 「生 きられ る体験」lived experienceが 扱 われ

る。それ は反省的行為以前り ものであ り, 我 々は

それ に よってのみ, 「つ くりつ つ あ る形 式」 の う

ちに立 ち現れ るとζろの舞踊の幻影 である 「虚 の

力」 を観取 し得 る。 した が って, 「幻影 」 「虚 の

力」 「つ くりつつ ある形式」 「生 きられ る体験」 は

すべ て人間 の脱 自的な あ り方, お よび舞踊 の脱 自

的なあ り方 を基盤 と して連な る概念であ る。 その

ことに よって, 諸 々の用語概念が相互に関係 し, 

理 論 的に一貫 した ものとな ってい る。それ らの用

語か らなる理論 の流れを端的に記す と次の ように

なる。 「芸術 の本質 はその芸術 に 固有 の幻影 で あ

る。舞踊 の幻影 は虚 の 力で あ り, そ れは ダ イナ

ミヅクラインと して現れ る。それ らを統一 す るも

のはつ くりつつ ある形式であ り, 一 度 これが破壊

され ると舞踊 は単に物理的な動 きで しかな くな っ

て しま う。我 々はダンスについて このつ く りつつ

ある形式 を暗 に知 ってい るのであ るが, それ は前
一反省的 な生 きられ る体験の もとでのみ知 り得 る

こ とである。」

(結 論)

以 上, 『舞 踊 の現象学』 で扱 われ て い る諸概 念

を記 してきた。それは ランガ ーの舞踊論 をサル ト

ル の理論に基づいて再編成 した ものである と考 え

られ る。すでに述べた よ うに, シー ツは 「幻影」

「虚の力」「ダイナ ミックライ ン」等 の諸概念 を ラ

ンガーに負 ってい る一方で, 「つ く りつ つ あ る形

式」 とい う独 自の概念を提示 してい る。 両者 の理

論 の最 も大 きな差異は, ラ ンガ ーが時間 と空 間を

舞踊に とって二次的な ものであ るとした点 である。

シーツは 「つ くりつつあ る形式」 に よって, 舞 踊

を時間的連続性, 空 間的統一性 た らしめる もの と

し, そ れを舞踊に とって不可欠の もの としている。

それは まさにサル トルの対 自存在 のあ り方 にモデ

ルを置いた ものであ って, 舞 踊 が どの ような一地

点 または瞬間に も凝固す る, つ ま り, 完 全 なもの

とな ることはな く, つ ねにある ところの舞踊 では

な く, あ らぬ ところの舞踊 に向か って 自らを投射

してゆ くそのあ りかたにある。
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